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１．はじめに 

時間外労働の上限規制が 2024 年 4 月に建設業にも適応されることから，生産性向上による労働時間の削減

が業界全体の喫緊の課題となっている．山岳トンネル現場では，他工種と比較して現場管理業務における必要

な書類が多いため職員の労働時間が長い傾向がある．そこで本報告ではクラウドサービスを活用することで

現場管理職員の生産性向上に取り組んだのでその結果について報告する． 

２．現場管理業務について 

現場管理業務のうち，業務頻度の高い計測管理業務と出来

形管理業務に着目し，現場管理職員の生産性向上に取り組ん

だ． 

（1）計測管理業務 

計測管理業務は，既掘削区間の現状を把握し，支保工の妥

当性や今後の変位予測，支保パターンの変更等，設計，施工

に反映するための重要な業務である．よってその結果はすみ

やかに整理を行う必要がある．とくに切羽付近は地山の挙動

が顕著であるので迅速に結果を整理しなければならない 1）．

表１に主な計測管理書類を示す．従来は現場で計測したデー

タを事務所等の PC に取り込み，取り込まれたデータを確認

分析し，計測管理書類の作成を行っていた． 

（2）出来形管理業務 

トンネル施工における出来形管理項目は，吹付けコンクリ

ートやロックボルト，覆工コンクリートなどがあるが，これ

らの出来形の良否は構造物の健全度を左右する重要な項目

である．したがって，出来形が設計図書に適合しているかを

確認し，一定水準以上に保たなければならない．また，この

結果は都度所定の様式に記録して保管する必要がある 1）．主

な出来形管理書類の内容を表２に示す．従来は現場で検測し

た記録を出来形管理用のデータシートに入力を行い，検測結

果を整理分析し，出来形管理書類を作成していた． 

（3）現場管理業務に費やす時間 

山岳トンネル現場に従事する職員にアンケート調査を行

い，計測管理業務や出来形管理業務にどの程度時間を費やし

ていたかヒアリングを行った．表３に各現場管理業務に費や

す業務時間を示す．
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表１ 主な計測管理書類 

 
 

表２ 主な出来形管理書類 

 
 

表３ 業務に費やす時間 

 

書類 内容
トンネル沈下量の推移
トンネル内空変位量の推移
トンネル沈下量の記録
トンネル内空変位量の記録
収束管理表
変位計測結果一覧

計測結果書類

収束管理書類

書類 内容
測定結果総括表
測定結果一覧表
出来形管理図表
品質管理図表
度数表

出来形管理書類

職員A 職員B 職員C 職員D

15 70 70 30

合計業務時間 15 150 150 30

-

- 30 30 -

作業に費やす時間（分）

沈下量・内空
変位量の推移
沈下量・内空
変位量の記録
収束管理表・
変位計測結果
出来形管理

書類

- 20 20 -

- 30 30

業務内容
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３．技術の概要 

図１に活用したサービスの概要を示す．既

存のトンネル施工管理ソフトから現場管理に

必要な情報をクラウド上にあるデータ保存用

サーバーにアップロードを行い，帳票化サービ

スを活用することで日々の計測結果や切羽の

状態などを自動でとりまとめ帳票化を行うこ

とが可能となる．さらに，本システムを活用す

ることで集約化されたデータは現場のみなら

ず本社・支店等の技術支援に関わる職員も確認

することが可能となり一元管理を行うことが

可能となる．また，出来形管理に必要なトンネ

ルの設計値や支保パターンの情報などをクラ

ウド上からデータ管理用サービスに連動させ，

出来形検測結果を入力することで，検測結果か

らデータ処理を行い，出来形管理書類の帳票化

を行うことが可能となる． 
４．試行結果 

本技術は「熊本 57 号滝室坂トンネル西新設

（二期）工事」にて試行を行った．同現場の計

測結果やトンネル設計データを利用してクラ

ウド上のサービスを活用した．図２および図３

に自動出力した帳票の一例を示す．図より計測

結果や出来形記録が正確に自動処理化されて

いることが確認できた． 

５．まとめ 

本試行では，約 2 か月程度の短期的な試行に

より効果を検証した．得られた知見と定量的な

効果は，以下の 2 点である． 

 クラウドサービスを活用することで山岳ト

ンネルの計測データや出来形管理書類を自

動でとりまとめ帳票化できた． 

 帳票化システムを活用することで，職員の業務時間が最大 150 分/日が自動化され，該当業務に費やす時間

を削減することができた． 

今後は，長期的な試行から得られる課題を抽出し，更なる労働生産性向上に資する予定である．また，施工

管理業務は本報告内容だけではない．施工管理業務全体としての効率化も視野に継続的に開発を進めたいと

考えている． 

謝辞：本試行は 2022 年度「建設現場の生産性を飛躍的に向上するための革新的技術の導入・活用に関するプ

ロジェクト」の一環として試行を行いました．現場の皆様，協力業者をはじめとした関係各位に御礼申し上げ
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図１ サービス概要 

 

 
図２ 帳票化された計測管理書類の一例 

 

 

図３ 帳票化された計測管理書類の一例 

 

CS14-39 令和5年度土木学会全国大会第78回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - CS14-39 -


